
４月９日に例年通り五郎沼周辺を地

元（小路口・箱清水地区）住民さんで

環境整備をしました。

古代ハス池では、昨年の枯れた茎の

除去と池周辺の整備をし、隣の蓮池拡

大予定地の除草も行いました。

また、２月に伐採した桜とクルミの

枝を焼却しました。そして、クルミの

幹部分はボランティア「間伐運び隊」

にて、片寄のチップ工場（チップ化し

てオガールにあるボイラー燃料にする

工場）に運んでもらう予定でしたが、

「鬼胡桃」は硬くチップ化が難しいと

のことです。「もしかして、彫刻家が

使うかも？」とも言われました。

全量処理は簡単でないと思いますが、

冬場の、薪ストーブなどで使用しても

良い方を募集してます。自然乾燥して

おりますので、お知り合いの方、どな

たでも宜しいので一報お願いします！

※軽トラ３台分くらいはあります

◎オニグルミの薪の「とある評価」

銃床や複葉機のプロペラなどになる

ような材は丈夫で軽いので、熱量は低

いと思っていたが、クヌギ並みの脅威

の成績を残した。推測だが、カリウム

含有量が非常に多く、触媒作用が強く

出た可能性もあるかも。
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五
郎
沼
の
桜

今
年
は

4月12日

２
週
間
楽
し
め
ま
し
た

今
年
の
桜
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
ま
で
の
長
い
期

間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
左
写
真
は
八
分
咲
き
の

４
月
24
日
の
早
朝
で
す
が
、

こ
の
数
日
後
が
満
開
で
し
た
。

ご
承
知
の
通
り
、
五
郎
沼

の
桜
は
、
特
に
晴
れ
た
日
の

早
朝
の
風
の
な
い
時
間
帯
で

は
、
水
面
鏡
で
桜
が
倍
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
大
変
多
く
の
カ
メ
ラ

マ
ン
が
、
撮
影
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
４
号
線
沿
い
東

堤
体
は
整
備
が
ま
だ
で
ク
ル

ミ
の
木
が
多
く
あ
り
、
水
辺

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。
大
変
手
間
で
す

が
、
早
め
の
ク
ル
ミ
の
木
の

伐
採
が
必
要
な
の
で
す
。

桜とクルミの枝の焼却

駆逐していたクルミを整理

五郎沼のクルミ(鬼グルミ)幹 いりませんか？

クルミ幹はこの太さです

ハス池に入いるとドロだらけです

きれいにハス茎を取りました

水面鏡の入口付近

クルミと笹だらけの東堤体

昨年の秋に植樹したソメイヨシノで
すが、いくつかの小さな花びらが見
えましたので、根が付いたんだと安
心しました



紫波町内の桜の名称では、城山公園

ははずすことができませんので、写真

が趣味の方からの投稿写真と県庁が出

している歴史を今回、少しだけ触れさ

せていただきます。

今年の城山桜まつりは地域のみなさ

んがボランティアで企画されたとの事

です。準備、交通整理等当日はまだま

だ寒く、大変ご苦労された様子でした

が、ウソ被害も最小に食い止め、写真

でお分かりの通り大変きれいに桜も咲

き誇っていました。

◎歴史

高水寺城の名称は『吾妻鏡』に記さ

れている紫波地方きっての古刹（こさ

つ＝有名な由緒あるお寺や歴史があり

古いお寺）の高水寺の一郭を居館とし

たことによるとされるが、建武（けん

む）２年（1335）に足利尊氏（あしか

がたかうじ）が斯波高経（しばたかつ

ね）の長子・家長（いえなが）を奥州

管領として下向させ、北朝方の勢力拡

大を図ったことに始まるといわれる。

斯波氏は足利泰氏（あしかがやすう

じ・尊氏の4代前）の長男・家氏が陸

奥国斯波郡へ下向し、高水寺城に在城

して斯波氏を称するが、４代高経まで

は家臣に支配させた可能性が強く、独

立した城郭を築いたのは家長以降と推

定されている。細川氏・畠山氏ととも

に室町幕府の管領家としても知られる

斯波氏は足利氏の名族で、高経は尊氏

に従って新田義貞を討つなどの軍功を

重ね、越前、若狭などの守護を務めた。

家長以降の斯波氏は現在の紫波郡・

花巻市東部などの66郷を支配し、さら

に大永元年（1521）および天文６年

（1537）には南部氏と交戦し、岩手郡

を攻略している。隆盛を極めた斯波氏

は「斯波御所」と称され、詮高（あき

たか）の代には次男を雫石に、三男を

猪去（いさり）に配して「三御所」と

いわれる。しかし、三戸南部の南進政

策は対立抗争を激化させ、天正16年

（1588）岩清水右京の謀叛を契機に南

部信直の攻略を受け滅亡した。

南部信直は高水寺城を郡山城と改め、

中野康実（なかのやすざね）を城代に

任じ、郡山は郡治の中心となった。盛

岡城築城に際しては南部利直の10数年

間の居城にもなったが、寛文（かんぶ

ん）7年（1667）に至って廃城となり、

古材は盛岡城本丸に使用されたと伝え

られている。

昭和3年、陸軍の演習に訪れた昭和天

皇の御野立所となり、記念に全山なら

びに道路側面に桜を植えたのが始まり

で、その後も植栽を続け、現在は桜の

名所として知られている。

（県庁いわての文化情報大辞典より）

前
回
ま
で
、
樋
爪
藤
原
一
族

の
遺
跡
と
し
て
、
赤
石
小
学
校

（
比
爪
館
）
周
辺
と
北
上
川
縁

の
し
尿
処
理
場
（
大
銀
遺
跡
）

に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

で
は
こ
の
間
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
ほ
と

ん
ど
が
水
田
で
中
央
を
東
北
新

幹
線
縦
貫
し
て
い
ま
す
。
な
ん

の
変
哲
も
な
い
場
所
で
す
が
、

こ
の
水
田
の
下
に
は
中
世
の
町

（
小
路
口
遺
跡
）
が
埋
も
れ
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
に
開
催
さ

れ
た
岩
手
県
立
博
物
館
の
「
比

爪
も
う
一
つ
の
平
泉
」
よ
り
引

用
し
て
み
ま
す
。

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

小
路
口

遺
跡

（
紫
波
町
南
日
詰
字
小
路
口
）

比
爪
館
は
居
館
が
単
独
で
存

在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
周

辺
に
も
関
連
遺
跡
が
連
続
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。
比
爪
館
の

東
側
の
小
路
口

遺
跡

は
平
成
21
年
度
に
発
掘
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
、
北
上
川
縁
ま
で

遺
構
、
遣
物
が
面
的
に
分
布
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
発
掘
調
査
は
水
田
の
ほ
場

整
備
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
区

は
水
路
、
農
道
に
相
当
す
る
部

分
が
対
象
で
あ
り
、
幅
が
狭
く
、

細
長
い
範
囲
の
調
査
で
あ
り
、

遺
構
の
具
体
的
な
分
布
状
況
が

理
解
し
づ
ら
い
状
況
で
す
が
、

遺
跡
の
広
が
り
を
把
握
す
る
に

は
適
し
た
調
査
区
の
形
状
で
し

た
。
こ
の
調
査
範
囲
の
北
東
部

分
（
小
路
口

遺
跡
）
で
、
幅

約
８
ｍ
、
深
さ
１
ｍ
の
「
大

溝
」
が
百
ｍ
以
上
に
わ
た
っ
て

直
線
的
に
検
出
さ
れ
、
大
溝
で

区
画
さ
れ
る
方
形
の
空
間
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大

溝
は
比
爪
館
を
囲
む
「
大
溝
」

と
規
模
、
形
状
が
類
似
し
て
お

り
、
同
時
期
の
構
築
の
可
能
性

が
高
い
も
の
で
す
。

ま
た
大
溝
に
平
行
し
て
幅
約

１
ｍ
、
深
さ
約
50
㎝
の
溝
が
検

出
さ
れ
て
お
り
、
二
本
の
大
溝

の
間
の
空
間
は
道
路
と
理
解
さ

れ
る
形
状
で
す
。
溝
と
溝
の
内

法
は
約
８
ｍ
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
「
比
爪
館
」
の
外
部
に

も
大
溝
で
囲
ま
れ
る
方
形
区
画

の
空
間
が
存
在
し
、
そ
れ
に
平

行
す
る
直
線
的
な
道
路
が
存
在

す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
直
線

的
な
道
路
や
大
溝
で
区
画
さ
れ

る
都
市
的
な
場
が
存
在
す
る
こ

と
が
想
定
で
き
ま
す
。
遺
物
の

分
布
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
、

こ
の
都
市
的
な
場
の
範
囲
は
比

爪
館
の
東
辺
か
ら
北
上
川
の
間
、

お
よ
そ
１
㎢
広
が
り
、
平
泉
拠

点
地
区
の
面
積
に
匹
敵
す
る
と

推
測
さ
れ
、
平
泉
と
同
程
度
の

面
積
の
都
市
域
の
想
定
が
可
能

で
す
。

出
土
遺
物
は
、
か
わ
ら
け
、

陶
磁
器
、
木
製
品
な
ど
豊
富
で
、

質
的
に
も
比
爪
館
内
部
や
、
平

泉
と
も
遜
色
の
無
い
も
の
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
大
型
の
中
国

産
白
磁
四
耳
壷
や
水
沼
産
陶
器

の
四
耳
壷
な
ど
、
平
泉
で
も
出

土
が
稀
な
遺
物
も
存
在
し
ま
す
。

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

比
爪
館
に
連
続
す
る
遺
跡
の

広
が
り
は
、
東
側
は
小
路
口
遺

跡
と
大
銀
遺
跡
が
存
在
す
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
比
爪
藤
原
氏
の
初
代
清
綱

の
時
代
は
北
上
川
河
畔
の
大
銀

遺
跡
が
中
心
で
、
比
爪
館
遺
跡

へ
と
「
都
市
」
が
広
が
っ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
河
湊
に
多
く
の
物

資
が
集
散
し
、
物
流
の
拠
点
と

し
て
活
気
あ
る
人
々
の
生
活
を
、

現
在
の
風
景
か
ら
想
像
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
周
辺
遺

跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
石
幡
談
）

五
郎
沼
が
築
堤
さ
れ
た
こ
ろ
・
比
爪
藤
原
氏
の
時
代
（
４
）

宮澤賢治碑と桜

城山の桜

Ⅰ
・
Ⅱ

小路口Ⅰ遺跡道路遺構
（写真：(公財)岩手県文化振興事業埋蔵文化財センター）

Ⅰ
・
Ⅱ
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